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2 Ea- 3 リノール酸酸化生成物の洗浄に関する研究

　－ＨＰＬＣ分析による洗浄性の評価－

被　　服

　　　　　　　梅花短大　○岡田伸子　　　大阪市大生活科学　藤井富美子

　目的　油性汚れの酸化変質による洗浄性の変化を定量的に求めるためのモデル研究とし

て，前報ではHPLCにより酸化リノール酸を分離し，uv検出波長235nm, 270niiiに吸収

をもつ酸化生成物を多数検出し，さらにLC-MS測定によりそれぞれの生成物の分子構

造を推定した．そこで本研究では，それぞれの生成物のＨＰＬＣにおける定量性について

検討し，酸化リノール酸汚染布の洗浄性の評価への応用を試みた．

　方法　６０・■c,空気中で一定期間エージングしたバルク状リノール酸を, HPLC （日

立）によりアセトニトリル／ＴＨＦ／水（7:2:1）を移動相として分離し, 23511111検

出でピークとして得られる生成物を分取し，個々の生成物の試料量とピーク面積の関係を

求めた. 分析条件は，カラム:STR 0DS-M（φ4×150niiii）,カラム温度:40°C，移動相溶媒：

アセトニトリル／水(8 : 2)およびアセトニトリル／ＴＨＦ／水(6：3:1）,流量

: 0.5Bil/iiiin,測定波長:235nin　で行った．洗浄性の検討は，酸化リノール酸汚染布を数

種の界面活性剤溶液で洗浄し，洗浄前後の汚染布抽出物をＨＰＬＣで分析して行った．

　結果　1）アセトニトリル／水系分析におけるリテンションタイム4.6j!iinのピーク，お

よびアセトニトリル／ＴＨＦ／水系分析のリテンションタイム6.0]iiin, 9.6iiiinにピークと

して得られる生成物の試料量とピーク面積の関係は，いずれも相関係数0.9以上の良好な

直線性が得られた．　2）1）における4.6minの生成物は試料量0.1～lOOnmol, 6.0iiiinおよ

び9.6minの生成物は試料量0.2～50nraolの範囲で高い定量精度が得られた．

3)これより, 微量のリノール酸酸化生成物の洗浄性を評価することができた．

2 Ea- 4 　　　　シクaデキストリンによる油性汚れの可澪化

共立女短大　○樫野悦子　　大阪市大生活科学　藤井冨美子

　目的　シクロデキストリン(CDと略記する) (±、環状雛造をなすオ'Jゴ糖で、グルコ

ピラノースの個数により、α、β、γの三種が一段的に知3れている。ＣＤの特性は、環

状構造の内部e耀水性物質をとり込む機能を有することである．そこでi!r報i)では、トリ

オレイン．コレステロール混合油性汚れの洗浄におけるCDの効果を検討した．その結果、

β-CD、r －CDをS D S に添加すると、SDSのc. m.c.以上でｃＤの洗浄効果がみら

れた．本研究ではさらに油性汚れに対するCDの可溶化能c:ついて検討を行なった．

　方法　油注汚れには皮脂の主皮分であるトリグリセリドとして不飽和のト’リオレインを

用い、構成脂肪酸であるオレインStisよび極性固体油のコレステロールを使用した. 油性

汚れと水溶性のＣＤとの相互作用を検討するための溶媒には、水・エタノール系を用いた．

油性汚れ( ト'Jオレイン0.2inM.オレイン酸1 OaM. コレステロールlfflM）を溶解した

エタノール2U□こＣＤ水溶液（トリオレインには4oil.オレイン酸・コレステD ―ルには

5 0)|）を入れて生成する沈殿物に酸を加えて加水分解し、可溶化されていた油性汚れをエ

ーテルで抽出後、TLC－F I Discより定量した．

　結果　(1) α－CDは、オレイン酸を可溶化するが、トリオレイン、コ･レステa ールは可

溶化しない. （2)β－ＣＤは．コレステロールを可溶化し、トリオレイン、オレイン酸は可

溶化しない。(3) r －CDは. トリオレイン、オレイン酸、コレステa ールのいずれも可溶

化する, (4) C D による油性汚れの可溶化は、ｃＤの空洞の大きさに左右される．
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